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修士論文要旨
【問題と目的】　コーピング方略の多様性や柔軟性がストレ
ス反応に及ぼす影響については，その場に適したコーピン
グを選択，活用できることが有効である（Shimazu et al., 
2003）。しかしながら，ストレッサーの質や状況によっては
コーピングを変容させることが必ずしも有効とはいえない
という指摘もあり（三野・金光，2006），知見が一貫してい
ない。その一方で，森本（2011）は，実行しようとするコー
ピングがその集団内で受け入れられるかどうかの主観的な
評価が，実際にその集団で受け入れられるかどうかの客観
的な評価と合致しているほど，ストレス反応が低減するこ
とを示唆している。これらの知見を踏まえると，これまで
ストレッサーの状況やコーピングの型に焦点を当てたコー
ピングの有効性の検討は数多くなされてきたが（たとえば，
Folkman ＆ Lazarus，1984），コーピングの柔軟性の知見
の不一致の背景には，コーピングが集団に機能しているか
どうかの観点からの検討が不十分であった可能性が考えら
れる。特に職場のような環境からの制約が大きい場面にお
いては，集団に機能するコーピングの選択はコーピングの
有効性を高める上ではきわめて重要な要因であると考えら
れる。そこで本研究では，従来のストレスコーピングの柔
軟性の概念に「適合性の評価（その集団内で当該のコーピ
ングが受け入れられると思うかの程度）」を加え，さらに，
コーピングスタイルや罰感受性といった個人差変数を考慮
して，適合性の評価がコーピング実行の柔軟性とストレス
反応に及ぼす影響を検討することを目的とした。
【方　法】　実験参加者　首都圏の私立大学の大学生30名
（男性13名，女性17名，平均年齢20.90±1.52歳），複数の一
般営利企業に所属する社会人53名（男性28名，女性25名，平
均年齢34.56±10.09歳）。
調査材料　（a）フェイスシート，（b）コーピングの実施程
度および適合性の評価：職場の対人コーピング尺度（森本，
2011），（c）適合性の評価の判断に用いた映像場面の自由記
述，（d）ストレス反応：心理的ストレス反応測定尺度（SRS-
18；鈴木他，1997），（e）行動特性：BIS/BAS尺度日本語
版（高橋他，2007），（f）コーピングスタイル：３次元モデ
ルに基づく対処方略尺度（TAC-24；神村他，1995）。
手続き　インフォームド・コンセントを得た実験参加者に
対して，映像刺激呈示および質問紙への回答を求めた。映
像刺激の内容については，集団内で行った特定のコーピン
グが周囲の者から否定的なフィードバックを受けるという
場面を複数呈示し（先輩や上司から残業を依頼される場面，
同期や同僚からからかわれる場面），否定的なフィードバッ
クを受ける前後の実験参加者の適合性の評価と，その際に
実行しようと考えるコーピングの評定を求めた。
【結果と考察】　ストレス反応の下位尺度得点を目的変数と
して，Step1に年齢，所属集団に対する重要度（VAS）を
投入して統制し，Step2にコーピングの下位尺度得点，
Step3に回避コーピング得点の割合変化，Step4に適合性
の評価，コーピングスタイルとの一致度を説明変数とする
階層的重回帰分析を行った。その結果，「上司から残業を依
頼される場面」において，社会人（環境からの制約が大き
いと想定）は適合性の評価がストレス反応を予測すること
が示され（ストレス反応合計得点：β=.29，p<.05，Table），
いわゆる“空気が読めない”者ほど，ストレス反応が高い
ことが示唆された。その一方で，大学生（環境からの制約
が小さいと想定）は適合性の評価はストレス反応を予測し
なかった。また，「同僚からからかわれる場面」において，
社会人は，罰感受性が高い者のなかで適合性を低く評価す
る（空気が読めない）者は，適合性を高く評価する者と比
較して，否定的なフィードバックを受けた後に，“積極的に
関わろうとする”といった接近的なコーピングを選択する
ことが示された（p<.01）。これらの結果から，環境的な制
約が大きいと考えられる状況においては，コーピングを変
化させたかどうかではなく，集団に機能するコーピングを
理解した上でコーピングを選択することがストレス反応の
低減に有効であることが示された。また，環境からの制約
と同様に，罰感受性の個人差についても，適合性の評価と
ストレス反応との関係性を変化させる要因となり得る可能
性が示唆されたことから，環境や個人との相互作用を踏ま
えた適合性の評価の概念の有用性が示唆された。
認知的評価における適合性の評価がコーピング実行の柔軟性
およびストレス反応に及ぼす影響
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Table　上司からの残業依頼場面における階層的重回帰分析の結果（社会人）
β R 2 ΔR 2 β R 2 ΔR 2 β R 2 ΔR 2 β R 2 ΔR 2
Step4 n.s.  .19 * .05 .22 * .13 * .21 * .09 ✝
　年齢 -.22 　 -.08 -.14
　集団に対する重要度（VAS) .00  .00 .04
（コーピング）
　　問題焦点型 .43 ** .20 .40 **
　　情動焦点型 -.07 .14 .07
　　回避型 .23 .37 * .23
　回避コーピングの割合変化 .13 .06 .07
　適合性の評価 .25 ✝ .39 ** .29 *
　コーピングスタイルとの一致度 .00 .02 .14
不機嫌・怒り 抑うつ・不安 無気力 ストレス反応合計
**p  <.01，*p  <.05，✝p  <.05
